
行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
参
政

権
を
保
障
す
る
体
制
は

�

日
本
共
産
党 

竹
田　

悦
子

委
員
会
提
出
議

委
員
会
提
出
議
案案
第
１
号

第
１
号

鴻
巣
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

鴻
巣
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例の一部改正

決決  

　　  

議議

意意  

見見  

書書

8

問
３
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
は
実
現

で
き
た
の
か
。

答
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
等
を
、
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と

で
、
均
衡
あ
る
発
展
と
一
体
性
の
確

立
が
図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
は
。

答
平
成
26
年
に
鴻
巣
行
田
北
本
環
境

資
源
組
合
を
設
立
し
、
５
年
以
上
の

歳
月
と
６
億
円
を
超
え
る
費
用
を
費

や
し
事
業
を
進
め
て
き
た
が
、
進
む

べ
き
方
向
性
が
定
ま
ら
ず
令
和
元
年

12
月
に
白
紙
解
消
と
し
ま
し
た
。

問
調
整
池
利
用
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

（
あ
か
ぎ
公
園
）
に
つ
い
て
利
用
す

る
団
体
と
利
用
料
金
収
入
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な

利
用
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
年

野
球
１
団
体
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

１
団
体
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
団
体
、

軟
式
野
球
１
団
体
が
利
用
。
改
正
前

の
元
年
度
は
８
８
５
０
円
、
２
年
度

は
４
５
８
５
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
口
市
長
の
市
政
運
営

20
年
の
検
証

令
和
こ
う
の
す

坂
本　
　

晃

問
昨
年
、
衆
院
選
が
執
行
さ
れ
、
今

年
は
参
院
選
、
市
長
選
が
行
わ
れ
る
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
要
介
護
５
等
の

方
で
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
は
郵
便
投
票
が
で
き

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
参
政
権
を
保
障

す
る
た
め
に
、
郵
便
等
投
票
制
度
の

周
知
を
図
る
こ
と
は
。

答
衆
院
選
時
に
郵
便
等
投
票
証
明
書

を
交
付
し
て
い
た
人
は
19
人
で
、
不

在
者
投
票
を
行
っ
た
の
は
15
人
で
し

た
。
７
月
に
参
院
選
、
市
長
選
も
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
広
報
に
も
案
内
を

掲
載
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

要
介
護
５
の
人
に
も
周
知
を
検
討
す

る
な
ど
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
参
院
選
、
市
長
選
の
投
票
日
に
対

す
る
考
え
方
は
。

答
こ
れ
ま
で
単
独
の
方
が
確
実
か
つ

正
確
に
執
行
で
き
る
と
考
え
、
別
々

に
執
行
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
選
挙

管
理
委
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
想
定
さ
れ
る
懸
念
を
考

慮
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
上
で
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

「ロシアによるウクライナへの侵攻に強く抗議し、攻撃の即時停止を求める決議」
　２月24日、ロシアはウクライナに対して軍事侵攻を行い、同国都市への兵器による攻撃、国民へ
の武力行使など、甚大な被害を与えている。
　本行為は、ウクライナの主権と領土の一体性を侵害する明白な国際法・国連憲章違反であり、断じ�
て容認することはできない。
　鴻巣市議会は、今回のロシアによるウクライナへの侵攻に強く抗議し、ロシア軍の即時撤収と、国�
際法の遵守を強く求める。
　また、政府においては、ロシアに対し攻撃の即時停止を求めること、国際社会と連携した情報収集�
を積極的に行うとともに、邦人の確実な保護や我が国への影響対策について万全を尽くすよう求める。
　以上、決議する。
　令和４年３月２日� 鴻巣市議会

「ケア労働に携わる労働者の継続的な処遇改善を求める意見書」（抜粋）
　介護職員や保育士などケア労働に携わる労働者の平均給与は全産業平均より低い状況であり、現場
は人手不足に苦しんでいます。
　これまでの累次の処遇改善に加え、現場で働く方々の給与引上げを行う必要がありますが、それが継�
続的なものとなるよう介護については、介護報酬改定により、保育については公定価格の見直し等によ�
り措置することを求めます。
　今後の更なる具体的な処遇改善の方向性については、職種毎に仕事の内容に比して適正な水準まで
賃金が引き上がり、必要な人材が確保されるかといった観点から検討していくよう国に要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　令和４年３月22日� 鴻巣市議会

　

令
和
３
年
８
月
30
日
に
鴻
巣
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
会
長

か
ら
、
議
長
に
鴻
巣
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
結
果
報
告
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報
告
書
に
、
条

例
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
附
帯
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営

委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
行
っ
た
結

果
、委
員
会
か
ら
改
正
案
を
提
出
し
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
政
治
倫
理
基
準

に
違
反
す
る
行
為
が
存
在
す
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
場
合
、
現
行
の
本

条
例
に
は
、
議
員
又
は
議
会
と
し
て

講
じ
る
具
体
的
な
措
置
が
規
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
行
う
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
で
す
が
、
今
後
、
条
例

違
反
の
疑
い
の
あ
る
事
案
に
対
し
て
、

公
平
か
つ
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め

に
、「
本
会
議
に
お
け
る
議
長
の
注

意
」、「
本
会
議
に
お
け
る
謝
罪
文
の

朗
読
」、「
議
会
役

職
の
辞
任
勧
告
」、

「
議
員
辞
職
勧
告
」

と
い
う
具
体
的
な

措
置
を
定
め
る
も

の
で
す
。

議
員
提
出
議
案
第
１
号

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
に
強
く
抗
議
し
、
攻
撃
の
即
時

停
止
を
求
め
る
決
議
」（
原
案
可
決
）

議
員
提
出
議
案
第
４
号

「
ケ
ア
労
働
に
携
わ
る
労
働
者
の
継

続
的
な
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」（
原
案
可
決
）


